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１．舗装管理支援システムの概要



舗装管理支援システムの目的

舗装に関する業務の支援

・ 日常管理
・いつ、どこを工事しようか？

・来年度以降の計画は？

予算 分は適切か
・ 補修計画

・ その他

・予算配分は適切か？

利用業務 主な利用事例

常管理
・舗装データの確認

日常管理
・路面現況の把握

予算要求資料 作成
補修計画

・予算要求資料の作成

・将来の管理目標値と必要補修量を推計

その他
・現状と過去の舗装構成の確認



システムの概要

＜ 入力データ ＞

路面性状調査 事務所、出張所の資料

道路管理情報、 舗装工事情報

ＭＩＣＨＩ、 道路交通センサ

路面性状測定

（ひび割れ、わだち掘れ、平たん性）

舗装管理支援システム

、 道路交通 ンサ

路面性状評価図データベース作成（更新・登録）

当該年度の

舗装データベース

舗装データベース作成（更新・検証）
舗装管理支援システム

管理運用

簡易システム（CD R ） Web版システム報告書

・帳票出力

簡易システム（CD-R ）

整備局版、事務所版

Web版システム

事務所

報告書

LAN

・舗装管理カルテ

地方整備局サーバ 出張所事務所、出張所整備局

※W b版は 統合型MICHIと連携およびデ タの 括更新が可能※Web版は、統合型MICHIと連携およびデータの一括更新が可能



路面性状調査 （路面性状、舗装工事等 入力データ作成 ）

（１） 路面性状調査

・現地踏査およびマーキング

路

（２） 事務所、出張所の資料

・道路管理情報

舗装 事情報・路面性状測定

（ひび割れ、わだち掘れ、平たん性）

・舗装工事情報

・ＭＩＣＨＩ

・道路交通センサス道路交通

入力データの作成（作成・更新・チェック）

・道路管理データ ・舗装点検データ装

・道路構造データ ・舗装設計データ

・沿道条件データ ・舗装工事データ

・交通条件データ

データ記録媒体
（MO,CD-ROM 等）



２．舗装の状態の現状把握



路面性状調査の測定仕様および測定対象車線

(1) 測定項目： ひび割れ、わだち掘れ、平たん性 の３項目

(2) 測定仕様： ①ひび割れ → 車線全面を連続測定(2) 測定仕様： ①ひび割れ → 車線全面を連続測定

②わだち掘れ → 車線全幅を縦断方向20m間隔で測定

③平たん性（σ） → 左側わだち部を縦断方向1 5m間隔で測定③平たん性（σ） 左側わだち部を縦断方向1.5m間隔で測定

(3) 測定対象車線

1) 標準調査車線
６車線道路

８車線道路

④

調査車線

) 標準調査車線

２車線道路

４車線道路

６車線道路

下り 中央区分

○数値は、車線番号を示す。④

②
①

③

（代表車線）

上り
③
②
①
①（代表車線）

り

④
③

(4) 測定頻度： 概ね3～5年に1回測定。



健全度の評価３．健全度の評価



舗装路面の評価値（システムで表示される値）

ひび割れ

連続測定したデータを１００ｍ毎に区切って評価

わだち掘れ

２０ｍ間隔で測定したデ タを１００ｍ毎（５断面）に区切って評価２０ｍ間隔で測定したデータを１００ｍ毎（５断面）に区切って評価

平たん性

１ ５ 間隔で測定したデ タを１００ 毎に区切 て評価１ ５ 間隔で測定したデ タを１００ 毎に区切 て評価１．５ｍ間隔で測定したデータを１００ｍ毎に区切って評価１．５ｍ間隔で測定したデータを１００ｍ毎に区切って評価

※それぞれ ２０ｍ毎の評価値も算出

合わせて総合評価値として MCIも算出

※それぞれ、２０ｍ毎の評価値も算出

C ： ひび割れ率（％）

D ： わだち掘れ量（ｍｍ）

σ ： 平たん性（ｍｍ）
30

7.03.0
0

2.07.03.0

23210

30.051.110
47.029.048.110

CMCI

DCMCI
DCMCI

−−=

−−−= 　σ

合わせて総合評価値として、MCIも算出

MCI, MCI i : 維持管理指数

（各式の最小値）7.0
2

3.0
1

54.010

23.210

DMCI

CMCI

−=

−=



４．データベース



舗装の現状把握（モニタリング）データの他に
工事データ（舗装履歴）を格納

舗装管理支援システムに登録される舗装工事の記録データ

実績データと計画データ

実績デ タ 年度お び当該年度 完 事実績データ：年度および当該年度の完了工事

計画データ：該年度に計画されている工事データ

一般舗装工事と性能規定工事についてデータを作成・登録

舗装工事ごとに作成



舗装工事データ（例1）舗装工事デ タ（例1）

舗装管理支援システムにより検索・閲覧が容易

舗装 事 構成デ タ
国道○号

舗装工事・構成データ
国道○号

○○道路株式会社○○支店

○○道路株式会社○○支店

○○道路株式会社○○支店

○○道路株式会社○○支店

○○道路（株）○○合材センター

○○道路（株）○○合材センター

○○道路（株）○○合材センター

○○道路（株）○○合材センター

○○道路（株）○○合材センター○○道路株式会社○○支店

○○道路株式会社○○支店

○○道路株式会社○○支店

○○道路株式会社○○支店

○○道路（株）○○合材センター

○○道路（株）○○合材センター

○○道路（株）○○合材センター

○○道路株式会社○○支店

○○道路株式会社○○支店

○○道路（株）○○合材センター

○○道路（株）○○合材センター

舗装構成図○○道路（株）○○合材センター○○道路株式会社○○支店

国道○号



舗装工事データ（例2）

車線ごとに補修履歴が記録されており、補修工法、経年数が把握可能

舗装 事デ タ（例2）

車線別、年度別に工事履歴を表示



５．健全度の将来予測



舗装路面の健全性の予測

年度年度

データ

平成18年度 平成19年度
平成20年度

（作業年度）

平成21年度

（年度末）

調査 3年予測

路面性状
データ

平成18年度
調査

平成19年度
調査 2年予測

3年予測

デ タ

平成20年度
調査 1年予測

舗装工事データ

（管内全体を対象）
実績データ 実績データ

計画データ
計画データ

予測式は、地方整備局別に、路面性状調査結果の実績回帰より路面性状項目毎に設定。
必要に応じて路線毎、直前の摘要修繕工法毎等に設定。必要に応じて路線毎、直前の摘要修繕 法毎等に設定。



予測式の一例

大型車交通量
コード 説明 コード 説明 （台/日・方向）

1,000未満 Ci+1=0.16+Ci
1,000以上 Ci+1=α+Ci

予測項目
路面種別 地域区分

車線 初期値 予測式

1 アスフ ルト
1 一般地域 －

0

ひびわれ率（度）
1,000以上 Ci 1 α Ci
3,000未満 Ci+1=0.16+Ci
3,000以上 Ci+1=α+Ci

2 コンクリート － － － － 0 Ci+1=0.25+Ci（注1）
1,000未満 Di+1=(0.50-0.02Di)α+Di
1,000以上

1 アスファルト 0
2 雪寒地域 －

わだち掘れ量

単車線 Di 1 (0 82 0 03Di) Di1,000以上
3,000未満
3,000以上 Di+1=1.09α+Di
3,000未満 Di+1=(0.51-0.03Di)α+Di
3,000以上 Di+1=(0.51-0.01Di)α+Di
1 000未満 Di+1=(0 41+0 01Di)α+Di

単車線

1 アスファルト

1 一般地域
単車線 Di+1=(0.82-0.03Di)α+Di

5
多車線

1,000未満 Di+1 (0.41+0.01Di)α+Di
1,000以上 Di+1=(1.36-0.02Di)α+Di

多車線 － Di+1=(0.94-0.02Di)α+Di
2 コンクリート － － － － 5 Di+1=0.4+Di

3,000未満 σi+1=(0.17-0.02σi)α+σi
3 000以上

単車線

単車線

雪寒地域

平坦性

2

3,000以上
5,000未満
5,000以上 σi+1=(0.49-0.07σi)α+σi
5,000未満 σi+1=(0.10-0.01σi)α+σi
5,000以上 σi+1=0.16α+σi
1 000未満 σi+1=(0 26 0 02σi)α+σi

一般地域
単車線

1.6
多車線

1

σi+1=(0.37-0.06σi)α+σi

アスファルト

1

1,000未満 σi+1=(0.26-0.02σi)α+σi
1,000以上 σi+1=(0.29+0.02σi)α+σi

多車線 － σi+1=0.27α+σi
2 コンクリート － － － － 1.4 σi+1=0.09+σi

雪寒地域
単車線2

Ci(Ci+1)：現在（1年後）のひびわれ率（度）（％，㎝／㎡）（％）( ) 年 ，
Di(Di+1)：現在（1年後）のわだち掘れ量（㎜）
σi(σi+1)：現在（1年後）の平坦性（㎜）
αi(σi+1)：補修工法係数



６．その他：システムのアウトプット（例）



帳票出力様式

様式
番号

帳　　票　　名

１  　各種データ入力原表各種 表

２  　路面性状経年変化表

３  　路面性状評価図

４  　路面性状集計表

５  　経年別路面性状集計表

６  　補修工法集計表

７  　管理水準の推移図

補修量 推移図８  　補修量の推移図

９  　将来推計による管理水準の推移図

１０  　将来推計による補修量の推移図

１１ 補修候補区間 覧表１１  　補修候補区間一覧表

１２  　補修候補区間集計表

１３  　予算伸び率別平均ＭＣＩの推移図

１４ ＭＣＩクラス別延長比の推移図１４  　ＭＣＩクラス別延長比の推移図

１５  　予算伸び率別管理水準以下の延長推移図

１６  　予算と便益の総括表

１７  　年次別・工法別修繕集計表

１８  　供用レベル図

　　　　　　　：オプション



システムの出力例
【 路面性状デ タ 】【 路面性状データ 】



システムの出力例
【 車線構成図 】【 車線構成図 】



システムの出力例

【 】【 供用レベル図 】



システムの出力例

【 舗装構成 】【 舗装構成図 】

○○道路株式会社○○支店 ○○道路株式会社○○工場



舗装管理カルテの例

【 様 整 全体 】【 様式１ 地方整備局全体概要(1/2) 】



舗装管理カルテの例

【 様 整 全体 】【 様式１ 地方整備局全体概要(2/2) 】



舗装管理カルテの例

【 様 事務 び 全体 】【 様式 ２，３ 事務所および出張所全体概要 】



舗装管理カルテの例

【 様式 ４ 路線の供用性 】


